
 

 

 

 

根管治療のＱ＆Ａ 

 

根管治療を受ける際、その内容を患者様がご理解した上で治療を受けていただくことが大

切です 

 

当院では、患者様が今から受ける治療を十分にご理解いただいた上で治療に臨ませて頂い

ております。 

 

以下の根管治療に関する Q and Ａをご一読いただき、ご理解頂いた上で治療にお臨みくだ

さい！ 

 

Q：根管治療ってどんな治療ですか？  

A：歯の神経を綺麗にする治療です。 

 

Q：なぜ、歯の神経を綺麗にしないといけないのですか？  

A：虫歯やヒビ等が原因で、神経の中に細菌が入って悪さをするからです。 

 

Q：根管治療しなかったらどうなるのですか？  

A：細菌が感染拡大することで、歯を抜くことになる可能性が高まります。 

 

Q：様子を見るという選択肢はありますか？ 

A ：様子を見る必要性はないでしょう。感染症であるため、早々の治療の方が、予後が良い

でしょう。 

 

Q：他に治療法はありませんか？ 

A：根管治療以外の方法では、多くの場合は「抜歯」が治療法となります。 

 

Q：治療は痛いですか？  

A ：「歯の神経に触る治療」のためしっかり麻酔を効かせて治療に臨みます。麻酔をすれば痛

みはありません。 

 

Q：歯を残すためにはこの方法しかありませんか？ 

A：基本的には、根管治療が第一選択となるでしょう。 
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Q：根管治療をおこなえば、まちがいなく歯を残せますか？  

A ：100％はありません、一般的には 80～90％の確率で歯を残せます（※症例により異なり

ます）。しかし、10～20％の確率で改善しない場合もあるのが現実です。 

 

Q：なぜ治らないのですか？ 

A： 細菌が奥まで浸み込んでいる場合、根っこの外にまで及んでいる場合。 

 歯が以前よりもモロくなることで、割れてきたりする場合。 

 使用する消毒薬が、歯茎や骨に影響を与える合。 

 神経の有る根管という煙突が曲がっていることが多いため、治療で使用する器具が 

 折れたり、清掃が十分に出来ないことがあるため。 

 

Q：そんなこともあるんですか？ 

A：はい、治療に絶対はありません。 

そのため、細心の注意を払って治療をすることをお約束いたしますが、それでも 10～20％

の確率で、治療がうまくいかなくなるという事があるのも事実です。 

これは、治療する歯が悪いわけでも、小さなお口の患者様が悪いわけでも、歯科医師が悪い

わけでもありません。根管治療という「ミクロン単位の見えない煙突掃除」には、どうして

もこのようなリスクが伴います。 

 

Q：そのようなリスクがあるのなら、治療をしたくない。。。 

A：根管治療に限らず、虫歯治療は見えない細菌感染との戦いです。 

このリスクは患者様がご存じ頂きたい現実です。根管治療を行わない場合は、これ以上の感

染を防ぐためにも、抜歯やブリッジ、入れ歯、インプラント治療を行うことになります。 

 

Q：抜歯してインプラントやブリッジより、根管治療の方がイイですか？ 

A：価値観の様々な現代では、どの治療にも正しいということはないでしょう。 

当院としては、できる限り歯を残すことが大切であると考え、日々の臨床に取り組んでいま

す。たとえ、将来抜歯となったとしても、今ある歯を大切に治療すること事こそ、歯科治療

でしょう。多少のリスクはあっても、可能性があるならば、根管治療した方がいいと感じて

おります。 
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【〇✖ 質問編】 

 

根管治療について◯・×でご回答ください 

 

一般的に言われる「歯の神経を取る抜く根管治療」 

その印象について以下の設問に〇×でご回答ください 

 

１．根管治療というのは、できるだけ歯を保存するための治療である。 〇 × 

 

２．根管治療を行えば、100％の確率で、歯を残すことができる。 〇 × 

 

３．根管治療にもリスク（治療薬による炎症・歯のひび割れ・治療器具の破折等）があるの

 で、それがどうしても気になるなら、根管治療はやめて、抜歯してインプラント等を 

 考えたほうがいいかもしれない。 〇 × 

 

４．多少のリスクはあっても、根管治療が出来るなら、やったほうがイイ場合が多い 

  〇 × 
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【〇✖ 回答編】 

 

１．根管治療というのは、できるだけ歯を保存するための治療である。 〇 × 

 

２．根管治療を行えば、100％の確率で、歯を残すことができる。 〇 × 

 

３．根管治療にもリスク（治療薬による炎症・歯のひび割れ・治療器具の破折等）があるの

 で、それがどうしても気になるなら、根管治療はやめて、抜歯してインプラント等を 

 考えたほうがいいかもしれない。 〇 ×？ 

 

それぞれの考え方がある！ 

 

・時間・費用・今後への不安なら、抜歯してインプラントにするのは→〇かも？ 

 

→でも、その後の不安が尽きない。まだ起きていない未来を心配するなら、今できることに

全力を尽くすことで明るい未来の可能性を掴む方がイイ？ 

 

・少しでもご自身の歯でという観点ならば→× 

 

→歯の治療は代替治療、残念ながら治しているわけではない 

（私見）大切な歯…違和感があったとしても炎症が拡がらないならば使いたい 

※歯医者がすすめる治療が最高でも最善でもない！決めるのは患者さん！ 

 

４．多少のリスクはあっても、根管治療が出来るなら、やったほうがイイ場合が多い 

  〇 ×？ 

→なにをもって多少のリスクなのか？ 

適切な診査診断に基づく現実と対処法を数多く患者様に提案し、 

患者様のご希望とご心配を伺い、ご決断をまつ 
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